
 

                                                     

○日 時 令和2年９月１０日（木） １３時３０分～ 

○会 場 島根県立大学 本部棟2階 特別応接室 

○会見者 清原正義 理事長・学長 

○会見項目  

【３キャンパス共通】 

・開学２０周年式典及びシンポジウムの中止について    

 

・新型コロナウイルス感染症への対応について       

                        …………………〔資料1〕 

 

・新型コロナウイルス感染症拡大に対する学生支援に係る寄附金の活用について 

                            

…………………〔資料2〕 

・島根県グローカル人材育成支援事業について                                   

                        …………………〔資料3〕 

【浜田キャンパス】 

・国際関係学部・地域政策学部 募集要項の配布について   

                        …………………〔資料4〕 

 

○資料提供 

項目 

 

【出雲キャンパス】 

・公開講座2020・秋（オンデマンド（動画）講座）について     

…………………〔資料5〕    

                     

〇行事予定  

・令和２年度 島根県立大学未来ゆめ基金 寄附金贈呈式・感謝状贈呈式 

9月14日（月）11：00～  

@島根県立大学浜田キャンパス特別応接室     

イワタニ島根株式会社様（大田市長久町長久ロ 235-2） 

 

○その他 

 

 

・令和2年度 第3回「竹島問題を考える講座」について  

…………………〔資料6〕 

 
 
 

※会見及び資料提供に関する問い合わせは、資料に記載されている担当者あてにお願いします。 

 なお、行事予定の問い合わせは、以下のとおり、お願いします。 

 

   浜田キャンパス 企画調整室 TEL  0855-24-2201 

   出雲キャンパス 管理課   TEL 0853-20-0200 

   松江キャンパス 管理課   TEL 0852-26-5525 

 

※次回の定例記者会見は 令和2年10月８日（木）13:30から開催予定です。 

定例記者会見資料 

 



キャンパス
教育・
研究活動

（準備含む）

授業
（講義・演習・実習）

インターンシップ
（IS）

就職活動
学生の構内立ち入り
学外者のキャンパス

訪問
クラブ・サークル活動

学生の
アルバイト

学生の大学施設
利用（体育館・
グランド等）

大学施設の
外部貸し出し

図書館 学内会議 事務体制 学生寮の運営 県境をまたぐ移動と健康観察 学生の海外渡航 その他

新型コロナウイルス感染症拡大防止に係る島根県立大学の教育・研究・諸活動に関する方針

（この大学方針は国や島根県の自粛要請等を踏まえて大学独自に方針を定めたものです。3キャンパス全学共通を原則としますが、感染状況に応じてキャンパスごとの判断となる場合があります。）

R2.8.6

浜田

※授業に
ついては
10/1から
その他の
事項につ
いては
7/30から

引き続き、
感染拡大防
止に配慮し
て、教育・
研究活動を
行うことが
できます。

引き続き、原則、授
業は遠隔授業を主と
して実施します。

但し、各キャンパス
において各学部・学
科・別科・大学院研
究科・短期大学部の
定めるところによ
り、対面授業を特に
必要とする次の場
合、感染拡大防止対
策（マスク着用・手
洗いや消毒の励行・
3密状態の回避）の
徹底を前提に許可で
きることとします。

なお、基礎疾患があ
るなどの理由により
対面授業への参加が
困難な学生のために
最大限の配慮（例え
ば、遠隔授業の並行
実施や課題等の代替
措置により欠席扱い
にしない）を実施し
ます。

１）シラバス記載の
『授業の「到達目
標」』を達成するた
めに対面授業を実施
する必要がある場
合。

２）卒業・修了等に
かかる教育・研究の
うち、遠隔での指導
が困難な場合。

３）実験・実習・実
技・レッスン等、対
面でないと教育効果
が得られない場合。

４）その他、担当教
員が必要と考え許可
された場合。

※出雲Ｃでは、９/
１から１０／３０ま
での期間に対面が必
要な授業（秋学期
分）を先行して実施
します。

ISについて、次の
条件を満たすもの
について、参加自
粛を解除します。
事前に「インター
ンシップ届」を提
出の上、感染拡大
防止対策に最大限
の配慮をするよう
お願いします。
・ISへの申込日及
びIS開始日の前日
に、IS実施地域へ
の新型コロナウイ
ルスに関する移動
制限が発出されて
いないこと。

引き続き、WEB
形式の活動を主
とすることを推
奨します。対面
形式の採用説明
会・採用試験へ
の参加など、外
出せざるを得な
い場合は、感染
拡大防止対策
（マスク着用・
手洗いや消毒の
励行・3密状態
の回避）に最大
限の配慮をして
ください。

感染拡大防止対策
（マスク着用・手
洗いや消毒の励
行・3密状態の回
避）に最大限の配
慮をしていただ
き、学生の構内へ
の立ち入り、少人
数の学外者のキャ
ンパス訪問を許可

します。

次の条件により、学内施
設を利用しての活動のみ
認める。
・ソーシャル・ディスタ
ンス、マスク着用等、四
密（密集、密接、密閉の
「３密」＋大きな声「飛
沫が多く飛ぶ大きな声の
会話」）を回避。
・代表者は、学生生活委
員会主催の説明会に参加
の上、「活動再開届（兼
誓約書）を提出する。
（未提出の場合は自粛継
続とみなす）
・学外での活動、学外者
を招じての交流会や練習
試合等は認めない。

外務省の海外
安全ホーム
ページ上にお
ける、レベル
2以上の国(地
域)への渡航
中止もしくは
延期を要請し
ます。

引き続き、大
学関係者全員
に感染拡大防
止対策（マス
ク着用・手洗
いや消毒の励
行・3密状態
の回避）を要
請します。ま
た、教室や各
事務室の扉や
窓は常時開放
とします。

松江

※授業に
ついては
10/1から
その他の
事項につ
いては
7/30から

県外への移動につ
いては島根県の移
動自粛要請基準に
準じることとし、
インターンシップ
活動を行う際は、
事前に教務学生課
キャリア担当（保
育・教育職イン
ターンシップは教
職センター）へ活
動予定を報告して
ください。

引き続き、WEB
形式の活動を主
とすることを推
奨します。対面
形式の採用説明
会・採用試験へ
の参加など、外
出せざるを得な
い場合は、感染
拡大防止対策
（マスク着用・
手洗いや消毒の
励行・3密状態
の回避）に最大
限の配慮をして
下さい。
県外への移動に
ついては島根県
の移動自粛要請
基準に準じるこ
ととします。

原則自粛を前提とした上
で、条件を満たしている
と判断できるものについ
てのみ活動再開を許可す
る。

○手順
①申請書の提出
②学生生活委員会で活動
計画書審査
③活動再開許可

○基準
①活動は平日の週2回程度
②調理・飲食・大声は禁
止
③体育館は同一時間帯に
２つ以上の活動禁止
④使用器具、部屋の消毒
⑤活動時間2時間以内
⑥活動中30分に1回は換気

引き続き、全
面禁止としま
す。
おはなしレス
トランライブ
ラリーについ
ては、下記に
ついて徹底す
ることで、8月
1日から一般利
用を再開しま
す。
①基本的な感
染防止対策
（マスク着
用、検温、手
指消毒等）
②利用者の時
間制限、人数
制限等
③図書、館内
の消毒等

引き続き、
学生・教職
員以外の利
用禁止とし
ます。

・アルバイトは、十分
な感染予防措置がされ
ている施設・事業所で
あることを前提とし、
自らも感染拡大防止対
策に最大限の配慮を
行って下さい。

・「換気が不十分な狭
い空間に人が多く集ま
り飲酒する」居酒屋・
スナックといった感染
リスクの高い施設での
アルバイトは自粛を要
請します。

・帰省等により感染拡
大が報じられている地
域にいる場合は、極力
アルバイトを自粛して
ください。

クラブ・サー
クル活動の対
応に準ずるこ
ととします。

引き続き、全
面禁止としま
す。

引き続き、
学生・教職
員以外の利
用禁止とし
ます。
また、館内
のグループ
学習室等の
自習室利用
を不可とし
ます。

引き続き、
感染拡大防
止対策（マ
スク着用・
手洗いや消
毒の励行・
3密状態の
回避）に最
大限の配慮
をして、対
面会議も行
いますが、
遠隔会議シ
ステム等を
利用したオ
ンライン会
議の開催を
推奨しま
す。

引き続き、
感染拡大防
止対策（マ
スク着用・
手洗いや消
毒の励行・
3密状態の
回避）に最
大限の配慮
をして、ほ
ぼ通常の勤
務を行いま
す。但し、
不要不急の
窓口対応は
メール・電
話での対応
とさせてい
ただきま
す。

引き続き、全
面禁止としま
す。

・常時、健康観察（体温測定）を行い、体調不良
時は絶対に外出しないでください。症状によって
は、かかりつけ医や保健所に相談してください。
・県外への移動、移動先での更なる移動（県内へ
の帰着含む）の際は、移動先・期間・体調を
チューターに報告してください。
・感染拡大が報じられている地域への不要不急の
移動は自粛して下さい。
上記に加えて、出雲Ｃの学生は以下を遵守してく
ださい。
・帰省等、居住地を離れる場合は、県内外を問わ
ず事前にチューターに「移動先」「期間」「理
由」を伝えること。寮生の場合は、寮務担当教員
に外泊届を提出するが、無断外泊、虚偽記載は退
寮の対象になることがある。
・出雲Ｃで定める「特別感染警戒地域」又は「感
染警戒地域」からの来県及び同地域への移動は、
極力控えること。
・やむを得ず「特別感染警戒地域」又は「感染警
戒地域」へ移動する場合は、特に以下の点に留意
すること。
感染症対策を徹底する。（マスク、手指洗浄、三
密の回避等）
繁華街への夜の外出は控える。
会食などの際も、いわゆる三密を避ける等の感染
症対策が十分にとられてない店舗や施設の利用は
控える。
「新型コロナウイルス接触確認アプリ
（COCOA）」の利用する。
・やむを得ず「特別感染警戒地域」に滞在してい
た場合は、必ず帰県後2週間は自宅待機し、健康観
察を行うとともに、その間、アルバイトも中止と
し不要不急の外出を控え、他者との接触を極力控
えること。また、体温測定等の健康観察及び体調
不良時の大学への連絡を徹底すること。

・常時、健康観察（体温測定）を行い、体調不良
時は絶対に外出しないでください。症状によって
は、かかりつけ医や保健所に相談してください。

・県外への移動、移動先での更なる移動（県内へ
の帰着含む）の際は、移動先・期間・体調をゼミ
教員に報告してください。

・感染拡大が報じられている地域への不要不急の
移動は自粛して下さい。やむを得ずこれらの地域
へ移動する場合は、特に以下の点に留意するこ
と。

➢感染症対策を徹底する。（マスク、手指洗浄、
三密の回避等）

➢繁華街への夜の外出は控える。

➢会食などの際も、いわゆる三密を避ける等の感
染症対策が十分にとられてない店舗や施設の利用
は控える。

・常時、健康観察（体温測定）を行い、体調不良
時は絶対に外出しないでください。症状によって
は、かかりつけ医や保健所に相談してください。

・コロナウィルス感染症への感染が疑われる場合
や濃厚接触者となった場合は、最寄りの保健所及
び浜田キャンパス学生支援課まで連絡してくださ
い。また、対応方法に不安を覚えた際には遠慮な
く大学事務局又はゼミ教員に連絡して相談してく
ださい。

・感染拡大が報じられている地域への不要不急の
移動は自粛してください。やむを得ずこれらの地
域へ移動する場合は、特に以下の点に留意するこ
と。

➢感染症対策を徹底する。（マスク、手指洗浄、
三密の回避等）

➢繁華街への夜の外出は控える。

➢会食などの際も、いわゆる三密を避ける等の感
染症対策が十分にとられてない店舗や施設の利用
は控える。

出雲

※7/27
（月）
から

※秋学
期は9/1
から開
始する

島根県外への移動
が必要な場合は、
「県外活動申請
書」にて活動予定
をチューターに報
告することとしま
す。その他、臨地
実習のある学生は
「県境をまたぐ移
動と健康観察」欄
で示した内容を遵
守してください。

島根県外への移
動が必要な場合
は、「県外活動
申請書」にて活
動予定をチュー
ターに報告する
こととします。
その他、臨地実
習のある学生は
「県境をまたぐ
移動と健康観
察」欄で示した
内容を遵守して
ください。

引き続き、オンライン活
動を除き自粛を要請しま
す。(ボランティア活動を
含む)

・アルバイトをする際
には、チューターに届
け出をすること。

・3密を避けること。
休憩中にも3密+大声で
喋らないこと。

・居酒屋、ナイトクラ
ブ、カラオケ店でのア
ルバイトを禁止する。

・その他、接客、対面
となる業種について
は、（可能な限り自粛
する）、感染防止対策
を十分にとられている
ものを選ぶようにする
こと。

引き続き、全
面禁止としま
す。今後はク
ラブ・サーク
ル活動の対応
に準ずること
とします。

学生寮は集
団生活の場
であり、個
人のプライ
バシーを尊
重しつつ、
コロナ禍の
現状では寮
生各自の行
動に一層の
責任が求め
られます。
寮生は各寮
の規則を遵
守し外泊届
などの決め
られた手続
きを徹底し
てくださ
い。



【資料２】

　　

①大学への寄附金による支援

区分 指定 金額（円） 備考

浜田キャンパス 4,753,000 40件

出雲キャンパス 2,498,000 53件

松江キャンパス 728,000 12件

指定なし 8,548,000 279件

合計 16,452,000
384件
（うち山陰中央新報経由6,190,500円　235件）

松江キャンパス 30,000 感染予防用物品購入用（個人）

松江キャンパス 300,000 感染予防用物品購入用（卒業生会）

浜田キャンパス 100,000 外国人留学生支援

合計 430,000

②島根県立大学未来ゆめ基金の活用を検討している事業

寄附者の希望に沿った活用

寄附者からの指定

各キャンパス指定分
・学生使用施設へのアクリルパーテーション設置
・サークル活動等で活用する消毒液の購入
・間隔を保ちつつ受講可能な教室への改修　　　など

新型コロナウイルス感染症拡大に対する学生支援に係る寄附金の活用について
（7/31時点）

島根県立大学
未来ゆめ基金
（5/15～7/31）

ゆめ基金以外
（5/15～7/31）

検討中の事業

・困窮学生への支援金給付（浜田）
・講義室へのアクリルパーテーション設置（出雲）
・自動体温測定装置導入（出雲）

令和２年９月１０日

学長定例記者会見



 

 

 

 

2020年度（第 13期）トビタテ！留学 JAPAN日本代表プログラム 

 応募の概要について （大学生等コ－ス・地域人材コ－ス） 
         

                         島根県立大学 国際交流課 

◇応募にあたっての主な留意点  

〇「大学全国コ－ス」と「地域人材コ－ス」（島根版）では、応募コ－スが異なる。 

〇 応募を希望者は、まず各キャンパスの担当課に応募の意思を伝え、応募書類の提

出期限や方法等を確認のこと。 

〇「大学全国コ－ス」はオンライン申請。（事前にオンライン上で登録が必要） 

⇒登録時に必要となるキ－コ－ド（大学等コ－ド） ＝ 「２５２０１０」 



 

 

〇応募書類の提出後は、必ず各キャンパスの先生の指導を受けること。  
【浜田 C】（全国版）ケイン先生、小林先生（島根版）ケイン先生、松尾先生 

【出雲 C】（看護学科）大森先生（健康栄養学科）中山先生 【松江 C】キッド先生 

 

〇留学計画は外務省の海外安全ホームページ上「レベル１」までの地域で計画する。 

〇必ず自由記述書（Ａ4 サイズ２ペ－ジ分まで）を提出のこと。 

 

◇応募資料 ★各キャンパス担当課にて配布。または以下 HP アドレスから入手可能。 

大学全国コ－ス  https://www.tobitate.mext.go.jp/univ/program/   

地域人材コ－ス  https://www.tobitate-shimane.jp/   

          「募集要項」⇒「令和２年度（第 13 期）募集要項」(注)1 月中旬アップ    

 

◇応募から留学開始までの流れ （本学の場合） 

 

＜トビタテ！応募に関する問い合わせ先＞ 
浜田キャンパス 国際交流課 担当）岩本 田中 0855-25-9063  h-kokousai@u-shimane.ac.jp 

出雲キャンパス 教務学生課 担当）錦織      ０853-20-0214  i-kyoumu@u-shimane.ac.jp 

松江キャンパス 地域連携課 担当）上田      0852-28-8322  m-chiren@u-shimane.ac.jp 



島根県立大学出雲キャンパス

公開講座２０２０・秋
島根県立大学マスコットキャラクター

「オロリン」

2020年度の出雲キャンパス公開講座は、新型コロナ
ウイルス感染拡大防止の観点から、対面での開講は
中止し、ご自宅から受講可能な動画配信形式で実施
いたします。

オンデマンド（動画）講座

受講料は無料ですが、受講に際してはお申し込みが
必要です。
《受講方法》電子メールでお申し込みいただいた方
へ、一定期間視聴できる動画サイトのＵＲＬをお知
らせしますので、パソコンやスマートフォン等から
アクセスしてください。
関心のあるテーマの講座を選んで、１講座でも複数
講座でも視聴することができます。

（講座それぞれへのお申し込みは不要です。）

◆受講希望の方は、こちらのメールアドレスへ◆

i-koryu@u-shimane.ac.jp
《お申込み必要事項》①お名前・②ご住所・③電話番号

《問い合わせ》
島根県立大学出雲キャンパス
地域連携推進室：0853-20-0200

開講予定講座のテーマ・
概要は次ページをご覧く
ださい。

【資料5】

mailto:i-koryu@u-shimane.ac.jp


島根県立大学出雲キャンパス

公開講座２０２０・秋
－テーマ・概要－

【骨粗鬆症予防の食事について】講師：福田 詩織
健康寿命や骨粗鬆症予防の食事について一緒に考えたいと思います。
日頃の食生活について振り返る機会になれば幸いです。

【レッツ！！ベビーヨガ】講師：濵村 美和子
気軽にできるマッサージとヨガで赤ちゃんと楽しむ時間を作りましょう。

【災害に備える活動“災活”今こそ備える時】講師：渡邉 克俊ほか
昨年度は自然災害が多発し、避難のタイミングや災害時の備えについて
考えさせられた年でした。ブラックアウトやバックウォーター、放射線被

害など過去の災害の教訓から役立つ防災の知識を増やしませんか。

【食事の選択力を鍛えよう】講師：多々納 浩
肥満予防の食事やエネルギー密度の概念についてお話しします。
日頃の食生活について振り返る機会になれば幸いです。

【心理と食の関係】講師：橋本 由里・籠橋 有紀子
1.日常における色彩と心理について身近な例をもとに概説します。
2.色彩の食へのかかわりについて概説します。

【人と人との間にある「癒し」】講師：岡安 誠子

【出産前後のマタニティークラス】講師：藤田 小矢香ほか
1.心と体を温めておなかの赤ちゃんと一緒にリラックス
2.心と体を温めて分娩中の陣痛と上手に付き合うリラックス法
3.心と体を温めるベビーマッサージ


